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愛知県の「知の拠点あいち」にて実施された重点研究「食の安心・安全技術」開発プロジェク

トの一つの研究テーマとして、食品固形異物検査用高速テラヘルツ（THz）イメージング装置の

開発を進めている[1-2]。今回新たに 0.1THz 帯での装置開発を行ったので、その結果を報告する。 

本装置は、20m/min 以上のベルトコンベア速度で運ばれる食品中に含まれる虫やプラスチック

といった従来装置では検知困難な異物検出を目標とし、動作周波数を食品への透過性に優れた

0.1THz 帯に設定して開発した。本装置では、干渉による画像歪みを除去するため W 帯雑音源

（0.075THz～0.11THz）を THz 波源として用い、この THz 波をベルトコンベアで搬送される食品

に照射し、その透過波をショットキ・バリア・ダイオード（SBD）一次元アレイで検出すること

で幅約 300mm の 2 次元画像を得る。本装置は、食品と異物の誘電率差のみならずその形状差を利

用した識別も可能なように、THz 波の水平および垂直偏波に対し独立に画像化できる偏波独立型

イメージング装置となっている。この装置構成の詳細は、発表時に述べる。 

図 1 は、様々な寸法の金属パターンを画像化した結果である。この結果より、X 方向の画像分

解能は SBD アレイ間隔と同じ 5mm、走査方向である Y 方向は 4mm 以下であることが分かった。 
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図１ 製作したテスト用パターンの (a)写真、THz 波の(b)X 偏波画像、 

(c)Y 偏波画像、(d)XY 偏波の差分画像。 
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